

























































変化があった企業 受注面で悪影響があった 受注面で好影響があった 好影響－悪影響
94 00 06 12 94 00 06 12 94 00 06 12 94 00 06 12
海外生産の拡大 41.2 45.6 52.8 67.5 25.7 41.3 39.2 57.5 3.8 8.8 8.0 14.8 -21.9 -32.5 -31.2 -42.7
海外からの部品調達の拡大 32.1 36.4 38.8 43.3 18.7 34.5 31.7 43.5 2.4 4.0 3.3 5.7 -16.3 -30.5 -28.4 -37.8
外注先の絞り込み 34.2 47.7 43.9 43.0 7.7 17.7 16.3 16.2 20.1 35.4 28.5 38.4 12.4 17.7 12.2 22.2
内製化の推進 25.7 26.5 20.6 26.3 19.9 24.8 20.8 27.0 2.3 2.4 2.1 3.9 -17.6 -22.4 -18.7 -23.1



















































































































































































































































































































商工中金調査部・商工総合研究所（2013）『2012（平成 24）年度 第 8 回中小機械・金属工業の構造変化に関する実態調査』。
JAM（ものづくり産業労働組合）（2001）（2016）「企業状況と取引の実態に関する調査報告書」2001 年調査版・2016 年調査版。
フェースの関係を創りやすい中小企業では、労使間で
経営目標を初め濃密な情報共有が可能である。このた
め、労働者が「やらされ感」を持つことなく、労働を
自分の労働として遂行し、自己実現を感得できる。こ
の「従業員満足」を経営の柱にしている中小企業も増
えている。
　もはや、大企業は国民経済・中小企業をリードする
力を喪失し、安倍政権が期待した大企業からのトリク
ルダウンは起きなかった。地域での中小企業の再興に
より下からの産業再構築を進める。同時に中小企業固
有の社会的役割である経済民主主義、市場経済の「人
間化」を進め、社会的にも豊かな国にする。実現の容
易でないシナリオであることは分かっているが、日本
経済・社会の真の再生への重要な方途と考える。
　付記：以上の叙述の多くは黒瀬（2012）『複眼的
中小企業論―中小企業は発展性と問題性の統一物―』
（第Ⅱ部第４章）を基にしている。
